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マ
と
し
て
事
業
運
営
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

本
会
各
施
設
が
求
め
ら
れ
る
機
能
を
備
え
、
人
材
育

成
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
数
多
く
の
専
門
家
を
育
て

る
こ
と
こ
そ
が
、
利
用
児
者
の
皆
様
の
安
全
・
安
心
、

そ
し
て
何
よ
り
も
私
ど
も
へ
の
信
頼
へ
と
つ
な
が
る
こ

と
と
確
信
を
し
て
お
り
ま
す
。 

そ
し
て
こ
の
取
り
組
み
を
通
じ
、 

運
営
母
体
で
あ
る
社
会
福
祉
法
人
大

分
県
福
祉
会
と
各
施
設
と
の
連
携
を

さ
ら
に
深
め
つ
つ
、
経
済
環
境
や
制
度

に
左
右
さ
れ
な
い
経
営
と
、
利
用
児
者

の
皆
様
の
喜
び
を
我
が
喜
び
と
す
る
、

使
命
感
溢
れ
る
福
祉
の
実
現
、
徹
底
し

た
情
報
公
開
に
重
点
を
置
い
た
運
営 

を
実
現
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

最
後
に
今
後
益
々
の
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
こ
と
を
、
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
、
年
度
当

初
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

                                          

 

                        

大
分
県
福
祉
会
は
昭
和
二
十
七 

年
以
来
六
十
数
年
の
年
輪
を
経
た

今
、
民
生
の
安
定
・
社
会
福
祉
の

向
上
に
先
人
が
こ
れ
ま
で
積
み
上

げ
て
き
た
成
果
を
基
に
将
来
を
見

据
え
た
経
営
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。 

 
そ
こ
で
「
選
ば
れ
る
施
設
づ
く

り
」「
地
域
と
と
も
に
歩
む
施
設
づ

く
り
」
の
た
め
に
も
法
人
の
使
命
、

理
念
を
明
確
に
し
、
さ
ら
に
社
会

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
及
び
事
業

経
営
の
透
明
性
を
図
る
た
め
に「
中

期
事
業
計
画
」
の
策
定
を
行
っ
た
。 

 

ま
ず
使
命
の
、「
ご
利
用
者
み
な

さ
ま
の
最
善
の
幸
せ
を
求
め
て
」

に
そ
っ
て
、
理
念
の
第
一
は
信
頼

と
笑
顔
の
大
分
県
福
祉
会
、
こ
れ

は
、
大
分
県
福
祉
会
の
長
い
歴
史

で
培
っ
た
信
頼
さ
れ
る
質
の
高
い

サ
ー
ビ
ス
と
ご
利
用
者
さ
ま
本
位

の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
は

も
と
よ
り
徹
底
し
た
情
報
公
開
と

職
員
研
修
制
度
を
充
実
し
、
職
員

の
資
質
向
上
に
努
め
る
も
の
で
あ

る
。
第
二
の
安
全
・
安
心
の
大
分

県
福
祉
会
で
は
安
全
で
安
心
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
と
一
人
ひ
と
り
が

大
切
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感

で
き
る
サ
ー
ビ
ス
、
苦
情
・
相
談

体
制
を
充
実
し
、
透
明
性
の
高
い

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
し
た
。

第
三
は
地
域
と
協
働
す
る
大
分
県

福
祉
会
と
し
、
地
域
社
会
と
連
携

し
た
施
設
運
営
を
行
い
、
地
域

ニ
ー
ズ
に
基
づ
く
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
と
施
設
機
能
及
び
資
源
を
地

域
に
開
放
す
る
と
い
う
経
営
方
針

を
全
職
員
に
周
知
し
、
そ
の
具
現

化
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。 

 
 

         

法
人
で
は
、
職
員
の
働
き
や
す

さ
・
意
欲
向
上
の
た
め
に
、
職
員

給
与
規
則
改
定
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
制
度
の
確
立
、
時
間
単
位
の
子 

の
た
め
の
看
護
休
暇
の
取
得
制 

           

度
の
整
備
に
加
え
、
「
ノ
ー
残
業

デ
ー
」
の
設
定
を
行
っ
た
。
与
え

ら
れ
た
就
業
時
間
内
に
し
っ
か
り

働
き
、
自
分
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な

時
間
や
生
活
を
充
実
し
た
も
の
に

す
る
た
め
で
あ
る
。
ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
の
観
点
か
ら
、
職
員

が
よ
り
働
き
や
す
い
環
境
を
整
備

し
、
こ
の
法
人
で
長
く
働
い
て
も

ら
い
た
い
と
い
う
願
い
も
込
め
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
情
報
公
開
に

積
極
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

よ
り
親
し
み
や
す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
構
築
も
目
指
し
て
い
る
。 

 

各
施
設
に
お
い
て
も
、
中
期
事 

業
計
画
に
基
づ
き
今
年
度
の
重
点

課
題
を
定
め
実
現
に
向
け
取
り
組

ん
で
い
る
。 

《
退
職
》 

 

首
藤
晶
子
・
佐
藤
友
絵
・
坂
本
愛 

中
村
佳
央
里
（
滝
） 

佐
藤
直
子
・
吉
峰
真
理
（
明
） 

《
昇
任
》 

〈
副
園
長
〉 

 

関
谷
眞
佐
子
（
う
） 

 

阿
南
奈
緒
美
（
明
） 

〈
次
長
〉 

 

小
畑
利
恵
子
（
森
） 

〈
主
任
保
育
士
〉 

 

佐
藤
恵
美
（
明
） 

〈
主
任
児
童
指
導
員
〉 

 

津
守
克
彦
（
森
） 

《
転
任
》 

 

藤
岡
大
樹
（
別
か
ら
森
） 

 

谷
川
真
希
（
森
か
ら
滝
） 

 

江
藤
淑
子
（
別
か
ら
明
） 

《
新
任
》 

 

佐
藤
小
乃
枝
（
清
） 

 

岩
上
怜
華
・
佐
藤
美
穂
・
利
光
未
希 

福
田
幸
恵
・
白
石
靖
尚
・
出
田
千
晴 

菅
島
早
織
・
犬
塚
美
知
子
（
森
） 

帯
刀
淳
子
・
髙
山
直
美
（
滝
） 

 

阿
部
沙
織
（
明
） 

    

平
成
二
十
七
年
度
第
一
回
大
分

県
福
祉
会
新
任
職
員
研
修
会
が
六

月
十
六
日
（
火
）
に
十
二
名
が
参

加
し
開
催
さ
れ
た
。 

午
前
中
は
法
人
が
経
営
す
る
八

施
設
を
見
学
し
、
午
後
か
ら
は
森

の
木
の
ホ
ー
ル
で
施
設
長
も
加
わ

り
研
修
を
行
っ
た
。
先
輩
職
員
の

明
野
し
い
の
み
保
育
園
の
佐
々
木

舞
保
育
士
が
「
保
育
士
と
し
て
、

母
親
と
し
て
」
と
題
し
て
自
分
の

経
験
と
結
婚
・
出
産
後
の
仕
事
へ

の
姿
勢
に
つ
い
て
等
語
っ
た
。日
々

向
上
心
を
も
っ
て
、
自
分
ら
し
く

輝
き
、
充
実
し
て
い
る
そ
の
姿
は

と
て
も
感
動
的
な
も
の
で
あ
り
参

加
者
の
心
に
深
く
刻
ま
れ
た
。 

 
 

そ
の
後
、

各
自
が
書

い
た
レ
ポ 

ー
ト
を
基

に
グ
ル
ー

プ
毎
に
①

何
を
す
べ 

き
か
②
私

が
学
ん
だ
こ
と
と
い
う
観
点
で
分

析
と
ま
と
め
を
し
、
発
表
を
行
っ

た
。
そ
し
て
さ
ら
に
、「
新
任
研
修

を
終
え
て
」
と
い
う
レ
ポ
ー
ト
を

提
出
し
、
グ
ル
ー
プ
討
議
の
ま
と

め
と
と
も
に
冊
子
と
し
、
第
一
回

の
研
修
終
了
と
な
っ
た
。 

 

終
了
レ
ポ
ー
ト
に
は
、
法
人
内 

の
他
施
設
職
員
と
の
協
議
や
意
見

交
換
を
す
る
こ
と
で
大
分
県
福
祉

会
の
一
員
で
あ
る
と
い
う
認
識
と

向
上
心
を
持
ち
成
長
し
て
い
き
た

い
と
い 

う
気
持 

ち
が
伝 

わ
っ
て 

き
た
。 

第
二
回
新
任
研
修
で
の
成
長
が

期
待
さ
れ
る
。 

 

社会福祉法人 

大分県福祉会 

大分市顕徳町 

１－１３－１７ 

発行者 

有松一郎 
☎５３２－３４７２ 

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
素
よ
り
大
分
県
福
祉
会

に
対
し
ま
し
て
、
多
大
な
ご
協
力
・
ご
支
援
を
た
ま
わ
り
、

心
よ
り
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
こ
こ
数
年
、
私
ど
も
社
会
福
祉
法
人 

に
寄
せ
ら
れ
る
期
待
や
社
会
的
要
請
は
大
き
く 

変
化
し
、
こ
れ
ま
で
の
利
用
児
者
の
幸
福
の
追 

求
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
一 

部
と
し
て
の
さ
ら
な
る
機
能
充
実
が
求
め
ら
れ 

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
す
そ
野
の
拡
が 

り
に
対
し
て
、
し
っ
か
り
と
そ
の
責
任
と
役
割 

を
果
た
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
、
我
々
に
与
え 

ら
れ
た
使
命
で
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
昨
年

度
、
本
会
に
お
き
ま
し
て
も
、
そ
れ
ら
の
新
た
な
期
待
や

要
請
に
対
応
す
べ
く
、
ご
当
局
や
関
係
者
の
皆
様
の
ご
指

導
の
下
、
大
分
県
福
祉
会
と
し
て
の
明
確
な
理
念
を
再
構

築
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
理
念
に
基
づ
き
新
た
な
中
期
事

業
計
画
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
利
用
児

者
の
視
点
に
立
っ
た
福
祉
の
実
現
と
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
と
し
て

の
機
能
充
実
に
向
け
た
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確
に
出
来
た
と
考
え
て

お
り
ま
す
。 

 

そ
こ
で
今
年
度
の
大
分
県
福
祉
会
で
は
、
新
人
か
ら
中
堅
・

ベ
テ
ラ
ン
職
員
と
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
人
材
育
成
に
向
け
た 

        

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
制
度
の
導
入
、
利
用
児
者
の
安
全
性
や
利
便

性
向
上
や
、
地
域
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
事
の
出
来
る
各
施
設
の
増

改
築
に
向
け
た
取
り
組
み
、
さ
ら
に
は
新
た
な
福
祉
ニ
ー
ズ
へ

の
対
応
に
向
け
た
専
門
家
育
成
等
、
役
職
員
の
さ
ら
な
る
人
間

力
向
上
と
社
会
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
機
能
充
実
を
最
大
の
テ
ー

 

平
成
二
十
七
年
度 

新
任
職
員
研
修
会 

 

評
議
員
会
・
理
事
会 

サ
ー
ビ
ス
運
営
委
員
会 

人

事

異

動 

新
た
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応 

 

討議中の様子 

討議のまとめ 

 

～中期事業計画策定、実施へ向けて～ 

平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
四
日
（
火
）、

福
祉
会
本
部
会
議
室
で
大
分
県
福
祉
会
評

議
員
会
・
理
事
会
が
開
催
さ
れ
た
。「
今
回

は
法
人
に
と
っ
て
も
、
重
要
な
案
件
の
提

案
と
な
っ
て
お
り
、
慎
重
審
議
を
お
願
い

し
た
い
。
」
と
の
会
長
挨
拶
の
後
議
事
に

入
っ
た
。
第
二
次
補
正
予
算
・
中
期
事
業

計
画
・
平
成
二
十
七
年
度
予
算
、
規
則
改

正
等
に
つ
い
て
慎
重
審
議
が
な
さ
れ
、
す

べ
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
た
。
特
に
今
回

は
、
こ
れ
ま
で
の
法
人
の
歩
み
を
も
と
に
、

今
求
め
ら
れ
る
社
会
福
祉
法
人
と
し
て
何

を
な
す
べ
き
か
を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め

に
使
命
・
理
念
を
再
構
築
す
る
と
共
に
、

中
期
事
業
計
画
を
位
置
づ
け
た
。
ま
た
、

規
則
改
正
で
は
職
員
が
長
く
働
け
る
環
境

整
備
と
し
て
、
職
員
給
料
表
改
定
、
永
年

勤
続
者
へ
の
十
日
間
の
連
続
休
暇
付
与
、

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
制
度
制
定
等
を
行
っ
た
。

そ
の
ほ
か
大
分
県
監
査
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

運
営
委
員
会
、
年
度
末
人
事
に
つ
い
て
報

告
が
な
さ
れ
た
。 

 

平
成
二
十
七
年
五
月
二
十
八
日(

木)

、

福
祉
会
本
部
事
務
局
会
議
室
で
大
分
県
福

祉
会
評
議
員
会
・
理
事
会
が
開
催
さ
れ
た
。

別
府
厚
生
館
第
三
次
補
正
予
算
、
平
成
二

十
六
年
度
決
算
及
び
監
査
、
給
与
規
則
・

育
児
休
業
等
並
び
に
介
護
休
業
等
に
関
す

る
規
則
改
正
に
つ
い
て
慎
重
審
議
の
結
果
、

す
べ
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
た
。
次
に
、

三
月
理
事
会
・
評
議
員
会
で
承
認
さ
れ
た

中
期
事
業
計
画
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
報

告
が
な
さ
れ
た
。 

平
成
二
十
六
年
度
、
第
二
回
委
員
会
（
第

三
者
委
員
、
利
用
者
家
族
委
員
、
事
業
者

代
表
委
員
な
ど
十
二
名
で
構
成
）
が
平
成

二
十
七
年
三
月
十
三
日(

金)

、
福
祉
会
本

部
会
議
室
で
開
催
さ
れ
、
事
務
局
及
び
各

施
設
の
現
状
と
苦
情
や
要
望
と
を
中
心
に

協
議
が
行
わ
れ
た
。
法
人
の
苦
情
解
決
シ

ス
テ
ム
に
則
っ
た
苦
情
は
な
か
っ
た
が
、

利
用
者
間
の
ト
ラ
ブ
ル
や
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト

等
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。 

一
方
、
利
用
者
代
表
委
員
、
第
三
者
委

員
か
ら
「
最
近
施
設
の
雰
囲
気
が
非
常
に

柔
ら
か
い
。
」
「
施
設
と
地
域
と
の
関
係
が

う
ま
く
い
っ
て
い
る
。今
後
と
も
協
力
を
。」

「
法
人
の
理
念
を
会
長
や
施
設
長
が
発
信

す
る
こ
と
で
、
職
員
一
人
一
人
が
行
動
規

範
を
持
つ
こ
と
が
必
要
。」
な
ど
の
発
言
が

あ
り
、
終
わ
り
に
会
長
の
「
職
員
が
働
き

や
す
い
職
場
作
り
に
努
め
る
こ
と
で
、
笑

顔
で
ご
利
用
の
皆
様
方
の
幸
せ
の
た
め
に

長
く
働
く
職
員
を
育
て
る
こ
と
が
大
切
と

考
え
る
。今
後
と
も
努
力
し
て
参
り
た
い
。
」

と
の
言
葉
で
終
了
し
た
。 

1
. 

 

 

「
人
間
力
向
上
と
社
会
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の 

機
能
充
実
に
向
け
て
」 

 
 

 
 
 
 
 

社
会
福
祉
法
人 

大
分
県
福
祉
会 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

会
長 

 
 

有
松 

一
郎 
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ぁ
ー
」「
や
っ
た
ー
」
と
歓
声
が
上

が
っ
た
り
と
白
熱
す
る
中
、白
チ
ー

ム
の
勝
利
。大
玉
転
が
し
で
も
、「
頑

張
れ
ー
、
い
け
ー
」
と
、
大
き
な

声
援
が
公
園
内
に
響
き
、
今
度
は 

紅
チ
ー
ム
の
勝 

利
。
引
き
分
け 

に
終
わ
っ
た
。 

レ
ク
リ
エ
ー 

シ
ョ
ン
の
後
は
、 

皆
が
一
番
楽
し 

み
に
し
て
い
た
、 

調
理
員
に
よ
る 

愛
情
た
っ
ぷ
り

の
手
作
り
弁
当
を
食
べ
た
。 

春
の
青
空
の
も
と
、
二
園
合
同

に
よ
る
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
た
。 

【
編
集
責
任
者
】 

 

釘
宮 

和
代
（
滝
尾
保
育
園
） 

編
集
委
員 

 

山
本 

陽
子
（
別
府
厚
生
館
） 

 

平
安 

智
哉
（
う
え
の
園
） 

 

岩
上 

怜
華
（
森
の
木
） 

阿
部 

沙
織
（
明
野
し
い
の
み
保
育
園
） 

安
部 

渚 

（
滝
尾
保
育
園
） 

【
顧
問
】 

 

後
藤 

哲
臣
（
事
務
局
長
） 

 
    

      

森
の
木
で
は
、
平
成
二
十
五
年

度
か
ら
全
児
童
を
対
象
に
性
教
育

を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
一
環
と
し

て
六
月
六
日
（
土
）
に
、
二
歳
児

～
小
学
三
年
生
を
対
象
に
性
教
育

を
行
っ
た
。
人
を
愛
し
た
り
、
守
っ

た
り
す
る
い
い
タ
ッ
チ
と
、
人
に

暴
力
を
ふ
る
い
、
権
利
を
う
ば
う

わ
る
い
タ
ッ
チ
を
知
っ
て
、
自
分

を
守
る
力
を
つ
け
よ
う
と
呼
び
か

け
る
絵
本
「
い
い
タ
ッ
チ
わ
る
い

タ
ッ
チ
（
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
の
絵
本
）

安
富
由
紀 

著
」
の
読
み
聞
か
せ

を
行
っ
た
。 

「
水
着
で
隠
れ
る
と
こ
ろ
は
自
分

だ
け
の
大
切
な
場
所
。
触
っ
て
い

い
の
は
自
分
だ
け
」
と
い
う
絵
本

で
の
表
現
が
わ
か
り
や
す
く
、
小

さ
な
子
で
も
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
幼
児
に
は
、
実
際
に
体
に

触
れ
な
が
ら
「
嬉
し
い
気
持
ち
に

な
る
か
な
？
か
な
し
い
気
持
ち
に

な
る
か
な
？
」
と
問
い
か
け
を
し

た
。
小
学
生
に
は
、
男
女
の
絵
を

使
い
、
ど
こ
を
ど
の
よ
う
に
タ
ッ

チ
す
る
と
い
い
タ
ッ
チ
な
の
か
、

わ
る
い
タ
ッ
チ
な
の
か
、
ク
イ
ズ

を
出
し
た
。
体
を
触
る
表
現
に 

恥
ず
か
し 

い
気
持
ち 

も
あ
っ
た 

よ
う
だ
が
、 

正
し
く
答 

え
て
い
た
。 

職
員
に
と 

っ
て
も
、 

絵
本
の
中
の
「
触
ら
れ
た
と
き
、

気
持
ち
が
よ
く
て
も
心
が
変
だ
と

思
っ
た
ら
誰
か
に
す
ぐ
に
話
し
て

ね
」
と
い
う
言
葉
は
、
心
に
残
る

言
葉
と
な
っ
た
。
終
了
後
は
、「
職

員
に
い
い
タ
ッ
チ
を
し
て
帰
ろ
う
」

と
呼
び
か
け
る
と
、「
ハ
イ
タ
ッ
チ
」

や
「
ハ
グ
」
を
自
分
で
考
え
て
す

る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

今
後
も
、
自
分
の
体
を
大
切
に

し
、
他
の
人
へ
の
思
い
や
り
の
心

を
育
て
て
い
く
よ
う
、
性
教
育
の

充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。 

ま
ず
は
、
ホ
ー
ル
に
集
ま
り
、

子
ど
も
達
に
Ｐ
Ｃ
Ｏ
メ
ン
バ
ー
が

来
て
い
る
こ
と
は
内
緒
に
し
、
Ｄ

Ｖ
Ｄ
を
鑑
賞
。
戦
隊
も
の
が
大
好

き
な
子
ど
も
達
だ
け
あ
っ
て
、
戦

う
シ
ー
ン
で
は
「
が
ん
ば
れ
～
が

ん
ば
れ
～
」
と
会
場
が
は
ち
き
れ

ん
ば
か
り
の
声
援
を
送
っ
て
い
た
。

そ
の
興
奮
冷
め
や
ら
ぬ
内
に
本
物

 

し
い
の
み
広
場
は
、
子
育
て
支

援
と
し
て
、
子
育
て
中
の
方
に
気

軽
に
来
園
し
て
も
ら
い
、
遊
ん
だ

り
お
喋
り
を
し
た
り
し
て
、
一
息

つ
け
る
時
間
に
し
て
も
ら
お
う
と

始
ま
っ
た
。
今
年
で
四
年
目
に
な

る
。
参
加
し
た
方
の
中
で
翌
年
入

園
さ
れ
る
方
も
い
る
。
今
年
も
明

野
地
区
の
回
覧
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
知
っ
た
と
い
う
方
が
十
一
家

族
登
録
し
て
い
る
。
月
二
回
（
第

二
・
四
木
曜
日
）
の
設
定
で
実
施

      

 

 

六
月
六
日
（
土
）、
前
日
の
雨
が

う
そ
の
よ
う
に
晴
れ
上
が
り
、
予

定
通
り
子
ど
も
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
た
。
小
学
生
十
名
が

参
加
し
て
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
、

昼
食
会
、
鶴
崎
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
、

帰
館
後
に
芋
の
苗
植
え
と
盛
り
だ

く
さ
ん
の
内
容
で
実
施
さ
れ
た
。 

ボ
ウ
リ
ン
グ
は
初
め
て
体
験
す

る
子
、
球
と
一
緒
に
レ
ー
ン
に
転

が
っ
て
い
く
子
、
球
を
後
ろ
向
き 

 
 

に
投
げ
て

し
ま
う
子

も
い
て
、 

そ
れ
ぞ
れ

個
性
的
な

投
げ
方
で 

楽
し
ん
だ
。 

昼
食
後
、
午
後
の
活
動
場
所
で

あ
る
鶴
崎
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
に
到

着
。
広
い
公
園
に
「
わ
あ
」
と
歓

声
が
上
が
り
、
ク
モ
の
子
を
散
ら

す
よ
う
に
お
目
当
て
の
遊
具
に
向

か
っ
て
走
り
出
し
た
。
ロ
ー
プ
で

腕
の
力
を
使
っ
て
力
強
く
登
り
、

長
い
滑
り
台
で
一
気
に
滑
り
降
り

る
。
た
く
さ
ん
の
親
子
連
れ
が
遊

び
に
き
て
お
り
小
さ
い
子
に
は
順

番
を
譲
る
な
ど
普
段
館
の
生
活
で

は
見
ら
れ
な
い
一
面
を
見
せ
る
子

も
い
た
。
汗
を
い
っ
ぱ
い
か
き
、

帰
途
の
車
中
は
み
ん
な
ぐ
っ
す
り
。 

 

帰
館
し
、
園
庭
の
一
角
の
畑
に

サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
を
植
え
た
。
ス

コ
ッ
プ
で
穴
を
掘
り
、「
お
芋
の
赤

ち
ゃ
ん
に
お
布
団
を
着
せ
よ
う
」

と
苗
の
上
に
土
を
か
け
る
。
昨
年

は
不
作
で
、
指
ほ
ど
の
芋
し
か
育

た
な
か
っ
た
の
で
、
み
ん
な
で
豊

作
祈
願
を
し
、一
日
の
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
終
了
し
た
。 

 

六
月
十
七
日
（
水
）、

大
分
県
の
ご
当
地
ス
ー

パ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
「
パ
ワ
ー

シ
テ
ィ
オ
ー
イ
タ
（
Ｐ

Ｃ
Ｏ
）
」
の
メ
ン
バ
ー
が

滝
尾
保
育
園
に
や
っ
て

き
た
。
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
新
番
組
「
キ
ョ
ー
ド

ア
イ
Ｔ
Ｖ
」
の
撮
影
で
、

子
ど
も
達
と
体
操
し
た

り
、
触
れ
合
っ
た
り
す

る
と
い
う
企
画
だ
。
メ

ン
バ
ー
は
、
パ
ワ
ー
シ 

 

テ
ィ
オ
ー
イ
タ
、
ア
ゲ 

ハ
ち
ゃ
ん
、
司
会
者
。 

児
童
養
護
施
設 

森
の
木 

母
子
生
活
支
援
施
設 

別
府
厚
生
館 

 

滝
尾
保
育
園 

障
害
者
支
援
施
設 

 
 

 
 

 

う
え
の
園 

障
害
児
入
所
施
設 

 

清
明
あ
け
ぼ
の
学
園 

明
野
し
い
の
み 

保
育
園 

 

 

い
い
タ
ッ
チ 

わ
る
い
タ
ッ
チ 

が
登
場
。
驚
き
を
隠
せ
な
い
中
大

喜
び
の
子
ど
も
達
。
拍
手
を
す
る

子
ど
も
、
思
わ
ず
立
ち
上
が
り
「
本

物
や
！
」
と
叫
ぶ
子
ど
も
と
さ
ま

ざ
ま
だ
っ
た
。
ア
ゲ
ハ
ち
ゃ
ん
と

の
楽
し
い
ト
ー
ク
の
後
、
園
庭
に

出
て
、
一
緒
に
「
あ
ま
ン
て
体
操
」

を
踊
っ
た
り
握
手
や
記
念
撮
影
を

し
た
り
と
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
た
。
帰
っ
た
後
も
、

子
ど
も
達
か
ら
は
、「
カ
ッ
コ
よ

か
っ
た
」「
ま
た
会
え
る
か
な
」
と

い
う
声
が
聞
か
れ
た
。 

滞
在
時
間
は
短
か
っ
た
が
、
子

ど
も
達
の
思
い
出
に
残
る
楽
し
い

ひ
と
と
き
だ
っ
た
。 

編

集

委

員 

相
談
支
援

事
業
所
う
え

の
園
で
は
、

事
業
を
開
始

し
た
平
成
二

十
六
年
四
月

か
ら
今
年
六

月
末
ま
で
に

九
十
四
件
の

計
画
相
談
支

援
の
依
頼
が

あ
っ
た
。
そ
の
内
、
六
十
二
件
が

成
人
（
特
定
相
談
支
援
事
業
）、

三
十
二
件
が
児
童
（
障
害
児
相
談

支
援
事
業
）
と
な
っ
て
い
る
。 

相
談
支
援
専
門
員
の
業
務
と
し

て
は
、
ニ
ー
ズ
把
握
の
為
の
利
用

者
宅
訪
問
、
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会

議
の
開
催
、
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計

画
書
の
作
成
が
主
だ
が
、
日
常
的

な
生
活
で
の
不
安
や
困
り
な
ど
電

話
相
談
へ
の
対
応
、
年
金
受
給
申

請
や
生
活
保
護
申
請
の
手
続
き
等

も
行
う
。 

利
用
者
と
関
係
機
関
（
福
祉

サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所
、
病
院
、

学
校
等
）を
繋
ぐ
潤
滑
油
と
し
て
、

利
用
者
の
期
待
に
応
え
る
こ
と
の

で
き
る
相
談
支
援
事
業
所
を
目
指

し
て
い
く
。 

四
月
十
八
日
（
土
）

に
、
う
え
の
園
と
清
明

あ
け
ぼ
の
学
園
に
よ
る

合
同
の
歓
迎
遠
足
が
行

わ
れ
た
。
利
用
児
者
、

職
員
、
総
勢 

五
十
二
名
で 

七
瀬
川
自
然 

公
園
へ
行
き
、 

紅
白
の
チ
ー 

ム
に
分
か
れ
、 

デ
ィ
ス
ク
ゴ 

ル
フ
と
大
玉 

転
が
し
を
行 

っ
た
。
ゴ
ー
ル
を
目
指

し
、
デ
ィ
ス
ク
を
力
一

杯
投
げ
る
。
大
き
く
反

れ
た
り
ゴ
ー
ル
を
決
め

た
り
す
る
度
に
「
う
わ 

 

 

 

鶴崎スポーツパークにて 

 

にて 

しいのみ広場での 

活動の様子 

一緒に写真をパチリ♪ 

クイズに答える小学生 

し
て
お
り
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、

手
遊
び
、
制
作
、
運
動
遊
び
、
園

庭
で
の
自
由
遊
び
の
ほ
か
、
運
動

会
、餅
つ
き
等
の
行
事
招
待
を
行
っ

て
い
る
。
最
初
は
保
護
者
の
膝
の

上
で
手
遊
び
や
絵
本
を
見
て
い
た

子
ど
も
も
次
第
に
保
育
士
や
絵
本

に
近
づ
い
て
来
て
、
指
差
し
を
し

な
が
ら
楽
し
ん
で
く
れ
て
い
る
。

一
人
遊
び
を
し
て
い
た
子
ど
も
が

友
達
の
真
似
を
す
る
こ
と
で
新
し

い
遊
び
を
覚
え
、
関
わ
り
を
楽
し

む
姿
も
見
ら
れ
る
。
保
護
者
は
、

子
ど
も
と
一
緒
に
遊
び
を
楽
し
む

一
方
、
保
護
者
同
士
や
保
育
士
を

交
え
て
、
子
ど
も
の
遊
び
や
成
長

の
姿
を
伝
え
合
う
こ
と
で
、
そ
れ

ま
で
一
人
で
抱
え
て
い
た
悩
み
や

不
安
等
を
共
感
し
合
い
な
が
ら
解

消
で
き
て
い
る
よ
う
だ
。 

大玉転がしの様子 


